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湾
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諫
早
湾
干
拓
農
地
に
お
け
る
農
業
用
水
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
に
関
し
て
は
、
有
明
海
沿
岸
の
漁
業
と
諫
早
湾
干
拓
農
地
（
以
下
、
「
本
件
干
拓
農
地
」
と
す
る
）

に
お
け
る
営
農
を
真
に
両
立
さ
せ
、
い
わ
ゆ
る
「
有
明
海
異
変
」
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
沿
岸
地
域
社
会
の
復

興
を
図
る
た
め
に
は
、
潮
受
堤
防
の
南
北
排
水
門
を
開
放
し
、
海
水
交
換
を
行
う
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
政

府
は
、
調
整
池
が
海
水
化
し
、
本
件
干
拓
農
地
に
お
け
る
農
業
用
水
の
確
保
が
困
難
と
な
る
こ
と
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
開

門
を
拒
否
し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
件
干
拓
農
地
に
お
け
る
農
業
用
水
の
問
題
に
関
し
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

開
門
を
求
め
る
漁
民
か
ら
は
、
潮
受
堤
防
の
南
北
排
水
門
を
開
門
し
た
場
合
の
代
替
水
源
と
し
て
（
ア
）
下
水
処
理
水
の

再
利
用
、
（
イ
）
た
め
池
の
設
置
、
（
ウ
）
河
川
余
剰
水
の
利
用
、
（
エ
）
本
明
川
流
域
に
お
け
る
河
口
堰
等
の
設
置
な
ど

の
種
々
の
方
策
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
、

�

政
府
の
、
こ
れ
ら
の
代
替
水
源
に
関
す
る
見
解
如
何
。

�

政
府
は
、
真
摯
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
具
体
的
検
討
状
況
及
び
検
討
内
容
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

一



二

国
営
諫
早
湾
土
地
改
良
事
業
変
更
計
画
書
（
干
拓
）
で
は
、
本
件
干
拓
農
地
に
お
い
て
は
四
九
二
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水

（
消
費
水
量
）
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
二
一
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
関
し
て
は
降
雨
で
賄
わ
れ
る
（
有
効
雨

量
）
た
め
、
調
整
池
か
ら
三
三
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
水
を
か
ん
が
い
用
水
と
し
て
利
用
す
る
計
画
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

も
そ
も
、
上
記
計
画
書
に
お
け
る
本
件
干
拓
農
地
の
消
費
水
量
、
有
効
雨
量
及
び
調
整
池
か
ら
の
取
水
量
は
、
ど
の
よ
う
な

根
拠
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
の
算
定
根
拠
及
び
計
算
式
等
を
示
し
て
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

農
林
水
産
省
作
成
の
資
料
に
よ
る
と
、
本
件
干
拓
農
地
に
お
い
て
は
、
土
地
利
用
率
が
一
九
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
二
十

一
年
一
月
十
三
日
現
在
）
と
非
常
に
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
式
に
営
農
が
開
始
さ
れ
た
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
実
績
取
水
量
は
、
合
計
約
二
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
同
期
間
の
計
画
取
水
量
で
あ
る
約
二
六
六
万
立
方
メ
ー

ト
ル
の
わ
ず
か
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
に
過
ぎ
ず
、
計
画
取
水
量
と
著
し
く
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
が
、

�

何
故
こ
の
よ
う
な
乖
離
が
生
じ
て
い
る
の
か
見
解
如
何
。

�

改
め
て
取
水
量
の
算
定
を
見
直
す
必
要
性
の
認
識
如
何
。

四

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
利
用
す
る
た
め
雨
水
以
外
の
水
を
必
要
と
す
る
施
設
園
芸
の
作
付
け
が
進
め
ば
、
取
水
量
は
も
っ
と

二



増
加
す
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
が
、

�

施
設
園
芸
の
作
付
け
に
関
し
て
今
後
増
加
し
て
い
く
見
込
み
が
実
際
に
あ
る
の
か
。

�

現
在
の
施
設
園
芸
に
使
用
さ
れ
て
い
る
農
業
用
水
の
水
量
か
ら
し
て
、
ど
の
程
度
取
水
量
を
増
加
さ
せ
る
も
の
か
。

�

本
件
干
拓
農
地
に
お
い
て
は
、
調
整
池
か
ら
の
取
水
と
は
別
に
、
地
下
水
を
汲
み
上
げ
る
ポ
ン
プ
が
二
箇
所
に
設
置
さ

れ
、
施
設
園
芸
を
営
む
営
農
者
は
そ
の
地
下
水
を
利
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
た
め
、
今
後
施
設
園
芸
の
作
付
け
が
増
加

し
て
も
、
営
農
者
は
上
記
の
地
下
水
や
水
道
水
な
ど
を
利
用
す
る
方
向
で
あ
り
、
調
整
池
か
ら
の
取
水
量
は
増
加
し
な
い

の
で
は
な
い
か
。

五

十
年
に
一
度
程
度
発
生
す
る
渇
水
時
の
取
水
量
は
平
年
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
が
、
過
去
十
年
間

の
諫
早
地
方
の
年
間
降
水
量
は
、
平
成
十
一
年
か
ら
三
一
六
八
ミ
リ
、
一
九
一
六
ミ
リ
、
一
九
八
〇
ミ
リ
、
一
七
七
八
ミ

リ
、
二
〇
七
六
ミ
リ
、
一
九
六
九
ミ
リ
、
一
六
〇
〇
ミ
リ
、
二
六
一
七
ミ
リ
、
一
六
四
五
ミ
リ
で
、
平
成
二
十
年
が
二
〇
五

九
ミ
リ
と
な
っ
て
お
り
、
過
去
十
年
間
の
平
均
は
約
二
〇
八
〇
ミ
リ
で
あ
り
、
平
成
二
十
年
が
特
に
雨
が
多
い
状
況
と
は
思

わ
れ
ず
、

�

こ
の
よ
う
な
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

三



�

�
に
お
い
て
主
張
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
十
年
に
一
度
程
度
発
生
す
る
渇
水
と
は
、
具
体
的
な
デ
ー
タ

に
基
づ
き
想
定
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
事
例
を
示
し
て
回
答
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

そ
も
そ
も
、
調
整
池
か
ら
の
取
水
量
は
、
消
費
水
量
か
ら
有
効
水
量
を
除
い
て
算
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
十
年
に
一

度
程
度
発
生
す
る
渇
水
時
の
取
水
量
は
平
年
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
は
、
渇
水
時
の
不
足
水
量
を
二
重

に
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
か
、
政
府
の
見
解
如
何
。

六

本
件
干
拓
農
地
内
に
設
置
さ
れ
た
地
下
水
の
ポ
ン
プ
に
関
し
て
は
、
当
初
の
利
用
目
的
と
は
異
な
り
、
実
際
の
営
農
に
利

用
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

�

地
下
水
ポ
ン
プ
設
置
の
現
状
如
何
。
設
置
主
体
、
設
置
理
由
、
利
用
目
的
、
利
用
し
て
い
る
営
農
者
の
戸
数
、
露
地
栽

培
又
は
施
設
園
芸
等
の
利
用
し
て
い
る
農
業
形
態
及
び
本
件
干
拓
農
地
で
正
式
に
営
農
が
開
始
さ
れ
た
平
成
二
十
年
四
月

か
ら
現
在
ま
で
の
使
用
水
量
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
利
用
実
態
が
あ
る
の
か
政
府
の
見
解
如
何
。
調
整
池
か
ら
取
水
さ
れ
た
水
で
は
営
農
に
支
障
が
出
る

と
の
懸
念
が
営
農
者
に
あ
る
と
い
う
認
識
は
な
い
の
か
。

七

全
国
に
お
い
て
は
、
下
水
処
理
水
の
農
業
用
水
と
し
て
の
再
利
用
に
関
し
て
、
多
く
の
利
用
実
績
（
計
画
）
が
あ
る
と
こ

四



ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
代
替
水
源
と
し
て
下
水
処
理
水
の
再
利
用
を
行
う
場
合
、
本
件
干
拓
農
地
に
程
近
い
諫
早
中
央
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
処
理
水
を
利
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
量
六
二
四
二
、
年
間
約
二
二
八
万
立
方

メ
ー
ト
ル
（
平
成
十
九
年
度
）
の
放
流
水
量
が
あ
る
た
め
、
下
水
処
理
水
を
再
利
用
す
る
方
法
で
も
、
本
件
干
拓
農
地
に
お

け
る
農
業
用
水
と
し
て
の
水
需
要
に
十
分
に
耐
え
う
る
と
考
え
る
が
見
解
如
何
。

八

諫
早
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
放
流
水
に
関
す
る
水
質
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
十
三

年
度
か
ら
高
度
処
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
全
国
の
他
の
施
設
よ
り
も
水
質
に
関
し
て
は
、
良
好
な
結
果
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
同
セ
ン
タ
ー
の
水
質
デ
ー
タ
に
照
ら
し
て
、
下
水
処
理
水
を
農
業
用
水
と
し
て
再
利
用

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
水
質
基
準
に
関
し
て
、
人
体
に
対
す
る
影
響
や
農
作
物
（
畑
作
）
に
対
す
る
影
響
に
お
い
て
、
何
か

具
体
的
な
支
障
と
な
る
事
態
が
想
定
さ
れ
る
か
、
全
国
で
の
取
り
組
み
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
調
査
研
究
等
を
踏
ま
え
て
回

答
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

九

本
件
干
拓
農
地
に
お
い
て
実
際
に
代
替
水
源
と
し
て
、
諫
早
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
下
水
処
理
場
か
ら
の
再
生
水
を

農
業
用
水
と
し
て
利
用
す
る
場
合
に
お
い
て
、

�

再
生
水
製
造
プ
ラ
ン
ト
、
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
（
農
地
用
た
め
池
）
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
設
置
に
要
す
る
費
用
は
、
ど

五



れ
く
ら
い
と
算
出
さ
れ
る
か
、
全
国
の
取
り
組
み
事
例
に
照
ら
し
て
、
そ
の
算
出
の
計
算
式
を
具
体
的
に
示
し
て
回
答
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

�

実
際
の
利
用
ま
で
に
は
、
ど
の
程
度
の
期
間
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
か
、
全
国
の
取
り
組
み
事
例
に
照
ら
し
て
、
そ
の

工
程
を
具
体
的
に
示
し
て
回
答
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

�
に
お
け
る
期
間
中
は
、
た
め
池
等
の
設
置
に
よ
っ
て
、
本
件
干
拓
農
地
に
お
け
る
農
業
用
水
の
需
要
に
十
分
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
、
見
解
如
何
。

十

下
水
処
理
水
の
農
業
へ
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、

�

循
環
型
・
持
続
可
能
社
会
を
目
指
し
て
、
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

�

本
件
干
拓
農
地
に
つ
い
て
も
、
営
農
者
に
対
し
て
十
分
な
説
明
を
実
施
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
積
極
的
な
施
策
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

六


